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委 員 会 活 動 委 員 会 活 動 委 員 会 活 動 
　３月８日の本会議で付託された議案について、総務委員会
（３月９日）、産業建設委員会（３月12日）、教育厚生委員会
（３月1 3日）、予算審査特別委員会（３月1 6日）を開き審査
しましたので、概要をお知らせします。

総
務
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
二
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

○
第
六
号
議
案
　
長
崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い

て
　

外
海
地
区
衛
生
施
設
組
合
が
平
成
二
十
四
年
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
、
長
崎
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
い
、
長

崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
を
変
更
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
二
百
九
十
条
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
経
よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
外
海
地
区
衛
生
施
設
組
合
の
解
散
に
伴

　
　
い
、
本
市
の
負
担
金
に
影
響
は
あ
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
事
業
ご
と
に
負
担
金
の
内
容
が
異
な
っ

　
　

て
お
り
、
今
回
の
脱
会
に
関
し
て
は
影
響
は

　
　

な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
事
務
費
の
負
担
に
つ
い
て
質
疑
が

な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
四
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
交

通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
三
百
十

万
円
と
定
め
る
。

﹇
質
疑
﹈
交
通
災
害
共
済
事
業
は
島
原
地
区
と
有

　
　
明
地
区
で
別
々
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

　
　
市
と
し
て
統
一
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
島
原
地
区
の
共
済
事
業
の
基
金
を
ど
の

　
　

よ
う
に
有
効
活
用
す
る
べ
き
か
、
い
ろ
ん
な

　
　

意
見
が
あ
り
統
合
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

　
　

あ
る
。
今
後
は
、
一
本
化
に
向
け
て
理
解
を

　
　

求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
加
入
率
と
見
舞
金
給
付
の
実
績
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
九
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

○
第
一
号
議
案
　
島
原
市
企
業
立
地
の
促
進
及
び

雇
用
の
創
出
に
関
す
る
条
例

　

企
業
の
立
地
及
び
地
場
企
業
の
拡
大
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
振
興
及
び
雇
用
の
創
出

を
図
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

﹇
質
疑
﹈
奨
励
金
の
種
類
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用

　
　
期
間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
奨
励
措
置
と
し
て
立
地
奨
励
金
、
施
設

　
　

整
備
奨
励
金
、
土
地
家
屋
賃
借
奨
励
金
、
雇

　
　

用
奨
励
金
の
四
つ
が
あ
り
、立
地
奨
励
金
は
、

　
　

固
定
資
産
税
に
相
当
す
る
額
の
補
助
を
三
年

　
　

間
。
土
地
家
屋
賃
借
奨
励
金
に
つ
い
て
も
三

　
　

年
間
で
あ
る
。
施
設
整
備
奨
励
金
、
雇
用
奨

　
　

励
金
に
つ
い
て
は
一
回
限
り
で
あ
る
。

﹇
質
疑
﹈
二
十
三
年
度
ま
で
の
遡
及
措
置
を
講
じ

　
　
た
理
由
は
何
か
。

﹇
答
弁
﹈
こ
の
条
例
に
は
三
年
間
交
付
さ
れ
る
奨

　
　

励
金
が
あ
り
、
例
え
ば
二
十
二
年
度
に
こ
の

　
　

制
度
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨
励
金

　
　

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
が
、

　
　

金
額
が
多
額
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ど

　
　

こ
か
で
ラ
イ
ン
を
引
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

　
　

少
な
く
と
も
一
年
間
だ
け
遡
っ
て
適
用
さ
せ

　
　

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
事
業
の
効
果
、
審
議
会
の
構
成
、

他
の
補
助
事
業
と
の
関
係
、
指
定
の
要
件
、
報
告

及
び
調
査
の
内
容
、
奨
励
金
返
還
の
取
り
扱
い
等

に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
二
号
議
案
　
島
原
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
道
路
占

 

産
業
建
設
委
員
会



用
料
の
額
を
変
更
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
九
州
電
力
以
外
に
道
路
占
用
料
を
取
っ

　
　
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
電
柱
以
外
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
設
置
し
て
い

　
　

る
電
話
柱
や
ガ
ス
会
社
が
埋
設
し
て
い
る
ガ

　
　

ス
管
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
家
を
改
装
す
る

　
　

際
に
外
装
修
理
の
足
場
を
組
む
場
合
の
占
用

　
　

許
可
が
年
間
数
十
件
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
電
柱
の
種
類
に
つ
い
て
の
質
疑
が

な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
三
号
議
案
　
島
原
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
単
身
入

居
要
件
を
明
記
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
こ
の

条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
条
文
に
障
害
者
基
本
法
や
戦
傷
病
者
特

　
　
別
援
護
法
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

　
　
護
に
関
す
る
法
律
等
が
あ
る
が
、
「
障
害
の

　
　
程
度
が
規
則
で
定
め
る
程
度
」
と
は
ど
う
い

　
　
う
内
容
な
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
条
例
で
定
め
る
「
障
害
の
程
度
」と
は
、

　
　

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
四
級
以
上
、

　
　

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
は
恩
給
の
受
給
者
、

　
　

原
子
爆
弾
被
爆
者
は
原
爆
手
帳
の
所
持
者
と

　
　

な
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。
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○
第
七
号
議
案
　
島
原
市
営
土
地
改
良
事
業
の
計

画
変
更
に
つ
い
て

　

島
原
市
営
土
地
改
良
事
業
を
計
画
変
更
し
た
い

の
で
、
土
地
改
良
法
第
九
十
六
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
経
よ
う
と
す
る
も

の
。

﹇
質
疑
﹈
事
業
面
積
が
変
更
に
な
っ
た
理
由
は
何

　
　
か
。

﹇
答
弁
﹈
当
初
計
画
は
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ

　
　

た
が
、
今
回
、
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加

　
　

と
〇
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
外
を
計
画
し
て

　
　

い
る
。下
辻
地
区
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

　
　

茶
臼
田
、
向
ノ
原
、
鵜
渕
川
の
三
地
区
が
追

　
　

加
さ
れ
る
。
両
地
区
に
同
じ
地
権
者
の
方
が

　
　

お
り
、
追
加
分
の
話
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、

　
　

今
回
計
画
変
更
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
受
益
戸
数
、
減
歩
率
等
に
つ
い
て

の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
八
号
議
案
　
市
有
財
産
の
寄
附
に
つ
い
て

　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
し
て
国
土
交
通
省
へ
寄

附
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六
条
第
一

項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
経
よ

う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
寄
附
す
る
こ
と
で
市
に
は
ど
の
よ
う
な

　
　
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
今
回
の
大
手
浜
の
海
岸
保
全
施
設
に
は

　
　

約
二
億
円
の
事
業
費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、

　
　

国
へ
寄
附
す
る
こ
と
で
、
国
や
県
の
補
助
が

　
　

付
く
こ
と
に
な
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
三
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
温

泉
給
湯
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
七
千
八
百
九
万

三
千
円
と
定
め
る
。

﹇
質
疑
﹈
加
温
方
法
に
つ
い
て
、
新
た
な
熱
源
の

　
　
研
究
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な

　
　
検
討
を
さ
れ
た
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
現
在
、
武
家
屋
敷
に
お
い
て
ヒ
ー
ト
ポ

　
　

ン
プ
の
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
具
体

　
　

的
な
成
果
も
検
討
し
な
が
ら
、
燃
料
費
削
減

　
　

に
つ
な
が
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
導

　
　

入
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
予
算
増
額
の
理
由
、
温
泉
使
用
料

の
収
納
対
策
、
供
給
先
拡
大
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
五
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
島

原
都
市
計
画
事
業
安
中
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
八
十
四
万
五
千

円
と
定
め
る
。

﹇
質
疑
﹈
前
年
度
と
比
較
し
、
大
幅
な
予
算
減
額

　
　
と
な
っ
た
要
因
は
何
か
。

﹇
答
弁
﹈
区
画
の
処
分
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、

　
　

金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
て
い
た
が
、

　
　

二
十
三
年
度
で
償
還
が
終
わ
っ
た
こ
と
が
要

　
　

因
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
販
売
状
況
と
今
後
の
見
込
み
に
つ

い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
六
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
有

明
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
七
億
二
千
百
七

十
二
万
円
と
定
め
る
。

﹇
質
疑
﹈
前
年
度
予
算
よ
り
増
額
と
な
っ
た
理
由

　
　
と
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
工
事
で
の
増
額
分
が
四
千
四
百
万
円
、

　
　

固
定
資
産
台
帳
の
作
成
分
で
五
百
万
円
が
増

　
　

額
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
三
年
度
末
の
進
捗

▲建てかえ工事が進む萩が丘住宅
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率
は
、
工
事
費
ベ
ー
ス
で
約
五
十
三
％
、
用

　
　

地
や
施
設
等
を
含
め
た
事
業
費
ベ
ー
ス
で
六

　
　

十
三
％
で
あ
り
、
五
カ
年
計
画
ど
お
り
に
進

　
　

ん
で
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
二
十
四
年
度
の
加
入
率
の
見
込
み
、

漏
水
件
数
、
水
道
料
金
の
滞
納
状
況
等
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
八
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
水

道
事
業
会
計
予
算

　

収
益
的
収
入
の
水
道
事
業
収
益
を
四
億
八
千
四

十
八
万
六
千
円
、
支
出
の
水
道
事
業
費
用
を
四
億

五
千
九
百
五
十
九
万
二
千
円
に
、
ま
た
資
本
的
収

入
を
一
億
千
五
百
十
二
万
円
、
資
本
的
支
出
を
二

億
五
千
五
百
四
十
四
万
八
千
円
に
定
め
、
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
一

億
四
千
三
十
二
万
八
千
円
は
当
年
度
分
消
費
税
資

本
的
収
支
調
整
額
五
百
九
十
三
万
七
千
円
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
七
千
百
七
十
九
万
七
千

円
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
六
千
二
百
五

十
九
万
四
千
円
で
補
て
ん
す
る
。

﹇
質
疑
﹈
給
水
人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
思
う

　
　

が
、
収
入
面
で
の
影
響
は
ど
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
使
用
料
収
入
と
し
て
、
約
四
百
二
十
五

　
　

万
円
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
水
道
料
金
の
滞
納
状
況
、
滞
納
に

よ
る
停
水
処
理
の
要
件
と
実
績
等
に
つ
い
て
質
疑

が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
五
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

○
第
四
号
議
案　

島
原
市
立
公
民
館
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整

備
を
図
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
提
案
理
由
は
何
か
。

﹇
答
弁
﹈
昨
年
の
地
域
主
権
改
革
一
括
法
の
制
定

　
　

に
よ
り
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、

　
　

現
在
市
の
規
則
で
定
め
て
い
る
公
民
館
運
営

　
　

協
議
会
委
員
の
委
嘱
の
基
準
等
を
条
例
で
定

　
　

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
法
改
正
の
趣
旨
は
、

　
　

条
例
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
体

　
　

の
自
主
性
を
強
化
し
、
自
由
度
の
拡
大
を
図

　
　

り
、
国
か
ら
の
義
務
づ
け
、
枠
づ
け
を
見
直

　
　

そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現
行
規
則
に
は

　
　

「
審
議
会
委
員
は
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教

　
　

育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る

　
　

活
動
を
行
う
者
並
び
に
学
識
経
験
者
の
中
か

　
　

ら
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
」
と
し
て
お

　
　

り
、
条
例
の
ほ
う
も
同
じ
内
容
の
条
文
に
改

　
　

正
し
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
五
号
議
案　

島
原
図
書
館
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

図
書
館
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備

を
図
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

﹇
質
疑
﹈
条
文
の
中
に
あ
る
「
家
庭
教
育
の
向
上

　
　

に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
」
と
は
具
体
的
に

　
　

ど
う
い
う
方
を
指
し
て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
例
え
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
子
育
て
の
支
援

　
　

を
さ
れ
て
い
る
方
や
、
家
庭
教
育
学
級
の
講

　
　

師
の
方
、
ま
た
、
地
域
の
公
民
館
等
で
図
書

　
　

の
読
み
聞
か
せ
を
さ
れ
て
い
る
図
書
ボ
ラ
ン

　
　

テ
ィ
ア
の
方
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
現
在
委
嘱
し
て
い
る
委
員
の
処
遇

と
人
数
、
会
議
の
開
催
状
況
等
に
つ
い
て
質
疑
が

な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
号
議
案　

平
成
二
十
三
年
度
島
原
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

六
億
千
九
百
十
四
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
七
十
七
億
千
三
百
十
六
万
千
円
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
二
十
二
年
度
に
保
険
税
率
を
十
六
％
引

　
　

き
上
げ
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
二
億
円
の
不

　
　

足
が
発
生
し
た
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
二
十
二
年
度
に
お
い
て
、
二
十
三
年
度

　
　

と
二
十
四
年
度
の
二
カ
年
の
収
入
見
込
み
を

　
　

立
て
、
保
険
税
率
を
約
十
六
％
、
年
間
に
し

　
　

て
約
二
億
千
五
百
万
円
の
引
き
上
げ
を
行
っ

　
　

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
二
十
三
年
度
に
お

　
　

い
て
事
業
費
の
増
加
、
被
保
険
者
数
の
増
加

　
　

等
に
よ
り
、
医
療
給
付
に
お
い
て
一
億
六
百

　
　

八
十
八
万
円
の
医
療
費
が
不
足
す
る
と
い
う

　
　

事
態
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
国
保

　
　

税
や
国
庫
補
助
金
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
、

　
　

県
支
出
金
等
の
減
収
要
素
が
あ
る
た
め
で
あ

　
　

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
保
税
と
国
庫
補
助
金
の
減
額
理

由
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
、
基
金
残
高
と
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

○
第
十
二
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
十
三
億

七
千
四
百
六
十
九
万
五
千
円
と
定
め
る
。
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﹇
質
疑
﹈
特
定
健
診
受
診
率
の
状
況
と
今
後
の
取

　
　
り
組
み
は
ど
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
二
十
四
年
度
予
算
で
は
、
国
の
指
導
で

　
　

あ
る
六
十
五
％
を
目
標
に
、
七
千
八
百
名
の

　
　

受
診
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
健
康

　
　

づ
く
り
推
進
員
を
委
嘱
し
、
約
三
千
名
の
未

　
　

受
診
者
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で

　
　

約
六
百
五
十
名
が
受
診
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

　
　

電
話
勧
奨
等
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も

　
　

約
五
百
名
が
受
診
さ
れ
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、

　
　

午
前
健
診
や
午
後
健
診
、
ま
た
、
夜
間
健
診

　
　

や
日
曜
健
診
を
医
師
会
等
の
協
力
を
い
た
だ

　
　

き
な
が
ら
行
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

　
　

組
み
の
中
で
特
に
効
果
的
な
も
の
を
ふ
や
し
、

　
　

何
と
か
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

　
　

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
崎
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
負
担
金
、
訪
問
健
康
相
談
業
務
委
託
料
、
特
定

健
診
受
診
率
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
、
低
所
得

者
層
へ
の
配
慮
、
個
人
デ
ー
タ
の
一
元
的
管
理
等

に
つ
い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
七
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
億
三
千

九
百
七
十
七
万
四
千
円
と
定
め
る
。

﹇
質
疑
﹈
受
診
件
数
と
疾
病
別
の
統
計
は
ど
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
二
十
三
年
五
月
の
診
療
分
で
は
入
院
が

　
　

七
百
十
五
件
、
外
来
が
一
万
二
千
二
百
二
十

平成24年5月1日第213号 島 原 市 議 会 だ よ り

13

　
　

三
件
で
、
合
計
一
万
二
千
九
百
三
十
八
件
で

　
　

あ
る
。
ま
た
、
金
額
ベ
ー
ス
に
お
け
る
疾
病

　
　

別
の
割
合
は
、
高
血
圧
症
の
疾
患
が
全
体
の

　
　

九
％
で
、
そ
の
他
心
疾
患
六
％
、
脳
梗
塞
五

　
　

％
、
骨
折
五
％
、
そ
の
他
神
経
系
疾
患
四
％
、

　
　

腎
不
全
四
％
、
虚
血
性
疾
患
四
％
、
糖
尿
病

　
　

四
％
、
肺
炎
三
％
、
骨
の
密
度
及
び
構
造
の

　
　

障
害
が
三
％
で
あ
る
。
疾
病
別
に
受
診
件
数

　
　

が
多
い
の
は
、
一
位
が
高
血
圧
症
の
疾
患
で

　
　

二
千
二
百
七
件
、
二
位
が
糖
尿
病
で
四
百
六

　
　

十
七
件
、
三
位
が
関
節
症
で
四
百
五
十
二
件

　
　

で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者

数
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
、採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
二
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

○
第
九
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
島
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　

九
千
百
九
十
一
万
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
二
百
三
十
九
億
三
千
八
百
六
十
二
万
八
千
円

と
定
め
る
。

﹇
質
疑
﹈
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
が
千
三
百

　
　
六
十
万
円
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

﹇
答
弁
﹈
当
初
は
満
額
の
予
定
だ
っ
た
が
、
東
日

　
　

本
大
震
災
の
関
係
で
、
被
災
地
支
援
に
回
す

　
　

と
い
う
こ
と
で
二
割
カ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
萩
が
丘
住
宅
の
整
備
、
被
災
対
策

費
の
財
源
組
み
替
え
の
内
容
、
島
原
市
教
育
文
化

振
興
事
業
団
か
ら
の
指
定
管
理
料
返
還
金
等
に
つ

い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
十
一
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
島
原
市
一

般
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額
を
二
百
十
六
億
三
千
二
百
万
円
と

定
め
る
。

﹇
質
疑
﹈
浄
化
苑
建
設
の
全
体
事
業
費
約
四
十
億

　
　
円
の
財
源
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
国
の
補
助
金
が
約
十
二
億
円
で
あ
り
、

　
　

残
り
は
合
併
特
例
債
を
考
え
て
い
る
。
合
併

　
　

特
例
債
は
交
付
税
措
置
が
あ
る
た
め
、
市
の

　
　

実
質
の
負
担
額
は
約
十
億
円
を
見
込
ん
で
い

　
　

る
。

﹇
質
疑
﹈
有
明
海
シ
ャ
ト
ル
ラ
イ
ナ
ー
運
行
事
業

　
　
委
託
料
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
と
実
績
は
ど

　
　
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
九
州
新
幹
線
を
利
用
さ
れ
、
熊
本
駅
か

　
　

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
出
し
、
そ
の
ま
ま
フ
ェ

　
　

リ
ー
に
乗
船
し
て
島
原
、
雲
仙
、
小
浜
ま
で

　
　

運
行
す
る
事
業
で
あ
り
、
運
転
手
や
乗
車
案

　
　

内
、
予
約
受
付
な
ど
二
十
七
名
分
の
雇
用
を

　
　

予
定
し
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
度
の
実
績

　
　

は
、
熊
本
発
、
小
浜
発
の
両
方
合
わ
せ
て
、

　
　

３
月
の
予
約
分
も
含
め
る
と
約
一
万
千
人
が

　
　

利
用
し
て
お
り
、
集
客
効
果
は
あ
っ
た
と
考

　
　

え
て
い
る
。

﹇
質
疑
﹈
港
湾
整
備
事
業
費
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

　
　
船
津
地
区
の
護
岸
改
良
関
係
が
含
ま
れ
て
い

　
　
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
船
津
地
区
の
護
岸
整
備
を
五
十
メ
ー
ト

　
　

ル
予
定
し
て
い
る
。

﹇
質
疑
﹈
歳
入
で
、
固
定
資
産
税
が
約
一
億
六
千

　
　
三
百
万
円
の
減
収
と
な
る
要
因
は
何
か
。

﹇
答
弁
﹈
平
成
二
十
四
年
度
は
三
年
に
一
回
の
評

　
　

価
変
え
の
年
度
に
当
た
る
。
地
価
の
下
落
傾

　
　

向
が
続
い
て
い
る
こ
と
と
、
新
築
家
屋
の
増

　
　

加
が
見
込
め
な
い
う
え
、
既
存
部
分
の
評
価

　
　

が
下
が
る
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
議
員
報
酬
に
お
け
る
交
付
税
の
算

入
率
、
町
内
会
に
お
け
る
後
継
者
不
足
の
問
題
、

新
庁
舎
整
備
事
業
費
、
九
州
学
生
駅
伝
開
催
負
担

金
の
支
出
内
容
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
内
容
、
健
康
対
策
費
に
お
け
る
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
、
島
原
市
企
業
立
地
の

促
進
及
び
雇
用
の
創
出
に
関
す
る
条
例
、
萩
が
丘

住
宅
の
整
備
計
画
、
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定

基
準
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会


